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は

先
生
や
上
級
生
た
ち
か
ら
の

歓
迎
を
受
け

希
望
に
胸
を
膨
ら

ま
せ
て
学
校
生
活
を
ス
タ

ト
さ

せ
ま
し
た

　
今
年
の
新

年
生
は

井
手
小

学
校
が
　
人

男
子
　
人

女
子

　
人

多
賀
小
学
校
が
　
人

男

子
　
人

女
子
　
人

で
す
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新

年
生
た
ち
は

上
級
生
や

保
護
者
の
皆
さ
ん
か
ら
の
大
き
な

拍
手
を
受
け

少
し
緊
張
し
な
が

ら
も
元
気
よ
く
入
場
し
ま
し
た

担
任
の
先
生
か
ら

人
ず
つ
名
前

を
呼
ば
れ
る
と

新

年
生
た
ち

の
元
気
な
返
事
の
声
が
会
場
に
響

き
ま
し
た

　
来
賓
と
し
て
出
席
し
た
汐
見
明

男
町
長
は

子
ど
も
は
励
ま
し

褒
め
る
こ
と
で
成
長
し
ま
す

お

子
さ
ま
た
ち
が
安
心
し
て
学
習
で

き
る
よ
う
町
も
様
々
な
取
り
組
み

拍手に迎えられ、はにかむ新入生たち（多賀小）

い で の ま ち かい で の ま ち か どど

ウ オ
ッ チ ン

グ
式辞を述べる
馬場校長（多賀小）

祝辞を述べる
汐見町長

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

　
　
関
係
者
ら
街
頭
指
導

入学祝品として黄色い帽子が贈られました（井手小）

　
井
手
小
学
校

中
村
満
校
長

と
多
賀
小
学
校
馬
場
泰
彦
校
長

で

月

日

火

入
学
式
が
行

わ
れ
ま
し
た

新

年
生
た
ち

　
思
い
や
る
　
心
で
走
ろ
う
　

京
の
春

を
ス
ロ

ガ
ン
に

月

日
か
ら
　
日
ま
で
春
の
全
国

交
通
安
全
運
動
が
行
わ
れ
ま
し

た　
町
内
で
は

井
手
町
交
通
対
策

協
議
会
の
委
員
の
方
や

町
議
会

議
員

区
長

綴
喜
交
通
安
全
協

会
井
手
支
部
の
方
々
が

日
と

　
日
に
朝
の
交
通
安
全
指
導
を
行

15い
ま
し
た

　

日
間
で
総
勢
約
　
人
が
参
加

し

横
断
歩
道
や
交
差
点
な
ど
で

通
学
す
る
児
童
や
生
徒

通
勤
途

中
の
人
た
ち
の
安
全
を
見
守
り
ま

し
た
　
ま
た
Ｊ
Ｒ
玉
水
駅
前
で
は

交

通
安
全
の
街
頭
啓
発
も
行
わ
れ

押しボタン信号を渡る児童たち

を
進
め
ま
す

ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す

と

会
場
の
保
護
者
の

皆
さ
ん
に
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た

希
望
に
胸
を
膨
ら
ま
せ

井
手
・
多
賀
小
学
校
入
学
式

　
井
手
町
消
防
団

綱
田
貞
二
団

長
の
入
団
式
が

月

日
火

役
場
で
行
わ
れ

新
入
団
員
に
綱

田
団
長
か
ら
任
命
書
が
手
渡
さ
れ

ま
し
た

　
消
防
団
は
今
回

新
た
に
　
人

が
入
団
し

総
数

人
体
制

と
な
り
ま
し
た

　
式
典
に
は
消
防
団
幹
部
な
ど
が

出
席
し

新
入
団
員
一
人
ひ
と
り

に
綱
田
団
長
が
任
命
書
を
手
渡
し

た
あ
と

新
入
団
員
を
代
表
し
て

松
尾
康
平
さ
ん

第

分
団
第

部

が

不
公
平
や
偏
見
を
避
け

何
人
を
も
恐
れ
ず

良
心
に
従

て
忠
実
に
消
防
の
業
務
を
遂
行
す

る
こ
と
を
厳
粛
に
誓
い
ま
す

と

宣
誓
し
ま
し
た

　
綱
田
団
長
は

今
年
で
　
周
年

と
な
る
南
山
城
水
害
に
触
れ

昨

年

月
に
は
町
内
で
も
時
間
雨
量

ミ
リ
近
く
の
豪
雨
と
な

り

こ
こ
に
い
る
幹
部
を
は
じ

め

団
員
た
ち
に
も
い
ろ
い
ろ
活

動
し
て
も
ら
い
ま
し
た

消
防
団

は

指
揮
命
令
系
統
が
確
立
さ
れ

て
い
る
の
で

単
独
行
動
は
せ
ず

幹
部
の
指
示
に
従

て
行
動
し
て

く
だ
さ
い

と

新
入
団
員
た
ち

に
訓
示
し
ま
し
た

　
続
い
て
消
防
団
幹
部
が
紹
介
さ

れ
ま
し
た

新
入
団
員
　
人
に
任
命
書

１１

　
　
　
　
消
防
団
入
団
式

綱田団長から辞令を受け取る新入団員の皆さん
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井
手
町
源
氏
ボ
タ
ル
の
保
護
に

関
す
る
協
議
会
平
間
孝
善
会
長

と
地
域
の
子
ど
も
た
ち
が
　
日

ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
の
生
息
地
と
し
て

知
ら
れ
る
南
谷
川
で

水
生
生
物

の
生
息
調
査
を
行
い
ま
し
た

　
京
都
府
立
大
学
の
吉
安
裕
さ
ん

の
指
導
の
も
と

子
ど
も
た
ち
が

ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
の
幼
虫
や

そ
の

餌
と
な
る
カ
ワ
ニ
ナ
の
生
息
状
況

や

水
辺
の
自
然
環
境
等
を
調
べ

て
ま
わ
り
ま
し
た

緊張の面持ちで式に臨む１年生たち（泉ヶ丘中）

チ
ラ
シ
や
ポ
ケ

ト
テ

シ

を
配
布
し
な
が
ら

子
ど
も
と
高

齢
者
の
交
通
事
故
防
止

自
転
車

の
安
全
利
用
の
推
進

全
席
シ

ト
ベ
ル
ト
・
チ

イ
ル
ド
シ

ト

の
着
用
徹
底

飲
酒
運
転
の
根

絶

悪
質
・
危
険
運
転
の
追
放

な
ど
へ
の
協
力
を
呼
び
か
け
ま
し

た

烏 羽隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠

新
入
生
は
　
人
６２

泉

丘
中
学
校
で
入
学
式

　
泉

丘
中
学
校

北
澤
義
之
校

長

で

月
　
日

水

入
学

式
が
行
わ
れ
ま
し
た

　
今
年
度
の
新
入
生
は
　
人

男

子
　
人

女
子
　
人

で

式
で

は
先
輩
生
徒
や
教
職
員

来
賓
の

皆
さ
ん
か
ら
の
温
か
い
拍
手
に
迎

え
ら
れ

期
待
と
不
安
を
胸
に
中

学
校
生
活
へ
の
第
一
歩
を
踏
み
出

し
ま
し
た

　
北
澤
校
長
の
式
辞
や
来
賓
の
あ

い
さ
つ
に
続
い
て

新
入
生
の
代

表
が
宣
誓
を
行
い

在
校
生
と
教

職
員
に
よ
る
歓
迎
の
言
葉
も
披
露

さ
れ
ま
し
た

ホタルの幼虫やカワニナを探す子どもたち

カ
ワ
ニ
ナ
い
た
か
な
？

南
谷
川
で
ホ
タ
ル
調
査

姉
妹
校
や
町
の
様
子
な
ど
を
見
学

オ

ス
ト
ラ
リ
ア
の
校
長
先
生
が
来
日
　

　
泉

丘
中
学
校
と
姉
妹
校
盟
約

を
結
ん
だ
オ

ス
ト
ラ
リ
ア
・
メ

イ
ト
ラ
ン
ド
市
の

オ

ル
セ
イ

ン
ト
・
カ
レ

ジ
・
セ
イ
ン
ト
・

ジ

セ
フ
・
キ

ン
パ
ス

の
ポ

ル
・
グ
リ

ブ
ス
校
長
が

月

　
日

月

泉

丘
中
学
校
を
訪

問
さ
れ

生
徒
や
教
職
員
た
ち
と

交
流
を
深
め
ま
し
た

　
泉

丘
中
学
校
と
オ

ル
セ
イ

ン
ト
・
カ
レ

ジ
は

交
流
を
通

じ
て
両
校
の
国
際
理
解
教
育
を
進

め
よ
う
と

昨
年

月
に
姉
妹
校

と
し
て
の
盟
約
を
締
結
し
ま
し

た　
今
年

月
に
は
泉

丘
中
の
生

徒
代
表
が
オ

ス
ト
ラ
リ
ア
で
ホ

ム
ス
テ
イ
を
体
験
す
る
ほ
か

来
年
に
は
オ

ル
セ
イ
ン
ト
・
カ

レ

ジ
の
生
徒
た
ち
が
来
日
す
る

予
定
で
す

　
家
族
と
共
に
訪
れ
た
グ
リ

ブ

ス
校
長
は

泉

丘
中
の
新
入
生

た
ち
と
一
緒
に

・

年
生
に

よ
る
部
活
紹
介
の
パ
フ

マ
ン

ス
を
見
学
し
た
り

そ
れ
ぞ
れ
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
な
ど
を
交
換
し
ま
し

た　
生
徒
た
ち
の
歓
迎
を
受
け
た
グ

リ

ブ
ス
校
長
は

イ
ン
タ

ネ

ト
を
通
し
て

い
ろ
い
ろ
な
国

の
事
情
を
知
る
こ
と
が
出
来
ま
す

が

実
際
に
そ
の
国
に
行

て
経

験
し
て
み
な
い
と
分
か
ら
な
い
こ

と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す

自
分

の
国
を
一
歩
出
て
み
る
と

今
ま

で
知
ら
な
か

た
こ
と
を
た
く
さ

ん
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す

私
の

生
徒
た
ち
も
泉

丘
中
学
校
と
交

流
す
る
こ
と
で

様
々
な
こ
と
を

学
び
経
験
す
る
の
だ
と
思
い
ま

す

と
述
べ
ま
し
た

　
ま
た
　
日

火

に
は

ま
ち

16

づ
く
り
セ
ン
タ

椿
坂
を
訪
れ

陶
芸
作
品
作
り
も
体
験
さ
れ
ま
し

た
部活紹介のパフォーマンスを見学するグリーブス校長一家（写真奥）
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第
　
回
井
手
町
さ
く
ら
ま
つ
り
が

３
月
　
日

土

か
ら
４
月

日

月

２２

３０

ま
で
開
か
れ

期
間
中
は
延
べ
約
６
万
５
０
０
０
人
の
花
見
客
で
に
ぎ
わ
い
ま

し
た
　
さ
く
ら
ま
つ
り
は

町
商
工
会
や
井
堤
保
勝
会
な
ど
町
内
の
各
種
団
体
で
組

織
す
る
実
行
委
員
会

小
川
幸
一
実
行
委
員
長

が
開
い
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
で

平
成
の
名
水
百
選

の
玉
川
を
は
じ
め

南
谷
川
沿
い
や
町
内
各
地
に

の

ぼ
り
や
提
灯
が
掲
げ
ら
れ

訪
れ
る
多
く
の
人
々
を
歓
迎
し
ま
し
た

　
玉
川
堤
周
辺
で
は

町
商
工
会
に
よ
る
模
擬
店
や
フ
レ

シ

グ
ル

プ
に

よ
る
朝
市

井
堤
保
勝
会
に
よ
る
湯
茶
の
サ

ビ
ス
な
ど
が
行
わ
れ
た
ほ
か

ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ

椿
坂

で
は
大
人
気
の
た
け
の
こ
ご
飯
を
は
じ
め

様
々
な
特
産
品
の
販
売

玉
水
駅
前
休
憩
所
の
さ
く
ら
で
は

ち
ら
し
寿
司
な

ど
も
販
売
さ
れ

多
く
の
花
見
客
や
ハ
イ
カ

ら
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た

　
ま
た
期
間
中
の
夜
間
は
桜
の
ラ
イ
ト
ア

プ
も
行
わ
れ

多
く
の
人
た
ち
が

夜
桜
見
物
に
訪
れ
ま
し
た

　
勇
壮
な
姿
で
知
ら
れ
る
地
蔵
禅
院
の
し
だ
れ
桜

府
指
定
天
然
記
念
物

も

観
光
客
の
目
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
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山
背
古
道
ほ
た
る
観
賞
＆
ミ

ニ
ウ

ク

日
時
　
平
成
　
年

月

日
土

2

　
時
集
合
　
時
解
散

コ

ス
　
Ｊ
Ｒ
棚
倉
駅
　
時
集
合

蟹
満
寺
拝
観
料
　

円

高
倉
神
社

橘
諸
兄
碑

宮
本

水
車

椿
坂
石
橋
瓦
窯

休
憩

玉
津
岡
神
社
・
地
蔵
禅
院

高

神
社

ホ
タ
ル
公
園
　
　
時
着
ほ

た
る
ま
つ
り
自
由
解
散

予
定

内
容
　
J
R
棚
倉
駅
か
ら
山
背
古

道
を
北
進

蟹
満
寺
や
高
倉
神
社

な
ど
沿
道
の
史
跡
を
浅
田
さ
ん

京
都
府
文
化
財
保
護
指
導
委
員

に
ご
案
内
い
た
だ
い
て

ほ
た
る

ま
つ
り
会
場
の
南
谷
川
ほ
た
る
公

園
に
む
か
い
ま
す

申
し
込
み

問
い
合
わ
せ

山
背
古
道
探
検
隊

　
　
事
務
局
　
　
　

山
背
古
道
推
進
協
議
会

　
事
務
局
　
城
陽
市
商
工
観
光
課
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烏 羽隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠

◇　40歳以上で1人世帯の方で年額、医療分10,000円＋支援分3,000円＋介護分2,000円＝15,000円増となります。

　国民健康保険は、突然のケガや病気のときに、安心し
て医療を受けられるように、町が保険者となって運営す
る医療保険制度であり、その財源は、加入者の皆さんが
納めていただく保険税と国や府をはじめ町などからの補
助金等によって運営しています。
　本町の国民健康保険財政は、高齢化の進行や医療技術
の高度化などにより毎年医療費が増加しており赤字が続
いています。
　この状況を改善するために、昨年度に国民健康保険運
営協議会及び町議会の審議を得て保険税額の改定をいた
しました。
　平成25年度分から改定額により保険税額を納付してい
ただくことになりますので加入者の皆さんのご理解をお
願い致します。
　なお、今回の改定は、5年ぶりであり所得割・資産割の
税率は据え置き、均等割・平等割の額を改定しました。

◇国保運営協議会の意見を踏まえ、
　　　　　　　　一般会計から多額の繰入を行う◇
　　当初の税額改定額から約１０％の減額を決定。

　改定額の算出根拠は平成19年度～平成23年度までの
過去5年間の平均赤字額2,390万円に平成23年度に借入

した6,150万円のうち年間返済額1,230万円を合わせた約
3,620万円の負担を求める改定額（1人当り31.1％で22,000
円の増）を昨年度、国保運営協議会（村田忠文会長）に
諮問いたしました。
　国保運営協議会では慎重に審議され、原案通りの答申
がありましたが、附帯意見として「税額の改定はやむを得
ないが、現下の厳しい経済状況の中で、被保険者の厳し
さが増すことになる」とし、できる限り町で財政措置を求
める要望がありました。
　町では、この附帯意見を重く受け止め、基金借入の
6,150万円（年間返済額1,230万円×5年間）さらに平成
25年2月末で平成24年度の赤字見込額6,000万円の合計
1億2,150万円を一般会計から国保会計に繰入をすること
にしました。
　そして、当初の税額改定額から約１０％減額する税額改
定額（1人当り21.2％で15,000円）を、平成25年3月定
例町議会に提案し賛成多数で可決成立しました。
　なお、保険税は■基礎課税額（医療分）■後期高齢者
支援金等課税額（支援分）■介護納付金課税額（介護分）
に区分され、①所得割（前年の所得に応じて計算）②資
産割（固定資産に応じて計算）③均等割（加入者１人当
りの計算）④平等割（1世帯当りの計算）の合計額が世帯
ごとの保険税額となります。
※介護納付金課税の方は（40歳以上65歳未満の方です。）

介護納付金課税額（介護分）後期高齢者支援金等課税額（支援分）基礎課税額（医療分）
区　　 分

増減割合(%)増減額改定現行増減割合(%)増減額改定現行増減割合(%)増減額改定現行

‐‐据置1.30‐‐据置2.10‐‐据置6.20所得割
応能割（％）

‐‐据置4.70‐‐据置6.00‐‐据置39.00資産割

18.921,4008,8007,40030.001,8007,8006,00020.914,60026,60022,000均等割

応益割（円） 11.326005,9005,30020.001,2007,2006,00022.505,40029,40024,000平等割

15.752,00014,70012,70025.003,00015,00012,00021.7410,00056,00046,000計

国民健康保険税改定額
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■人間ドックは３割負担で利用できます。
　国保の被保険者を対象に現在、井手町では田辺中央病院及び山城病院と委託契約をしており、人間ドックの費用
は 割を町が負担し、 割が利用者の負担となります。病気は早期発見、早期治療が大切です。年に一度は、から
だの健康状態をチェックし、健康づくりに心がけて下さい。
　なお、人間ドックの申し込みは、指定の申込書に必要事項を記入後、田辺中央病院又は山城病院に予約していた
だきます。
後日、役場から「人間ドック利用券」を郵送にてご自宅にお届します。

【利用できる方】
　　①　満40歳以上で1年以上、本町の被保険者である方。
　　②　国民健康保険税を完納されている世帯の方
　【田辺中央病院・人間ドック費用】　 　電話　 －
　

　【山城病院・人間ドック費用】　 　　　電話　 －

　

※　女性の健診費用は婦人検査を行わない場合は田辺中央病院・山城病院とも男性と同額です。
※　詳しいお問い合わせは、保健医療課・電話 － まで

費用総額町負担額（７割）本人負担額（３割）

３９，９００円２７，９００円１２，０００円男　性

４６，２００円３２，３００円１３，９００円女　性

費用総額町負担額（７割）本人負担額（３割）

３９，９００円２７，９００円１２，０００円男　性

４５，１５０円３１，６００円１３，５５０円女　性

 ■特定健診の費用は全額・国保会計で負担します■

　　　　平成25年度からは無料となります

　40歳から75歳未満の国保の被保険者を対象に平成
20年度から実施しています特定健診の費用（約10,000
円）は、いままで受診料の自己負担として1,000円を医
療機関で支払いをしていただいていましたが、平成25
年度から国保会計が全額負担し無料となります。
　なお、特定健診は 月から 月の期間に町内の医療
機関等で健診となりますので、詳しいご案内及び受診
券等を6月中旬から下旬に国保の加入者あてに郵送い
たします。
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　　　健康な生活は、病気の早期発見・早期治療が大切です！！

「人間ドック」または「特定健診」で、年に一度は健康チェックを・・・
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子育て支援センターからのお知らせ

5・6月の事業　時間：午前10時～正午

　子育て支援センターは、玉川保育園にあります。

　　【ＴＥＬ・ＦＡＸ：0774－82－2232】

　　★子育て支援センターは、事業の日だけでなく毎日開いています。

　　★子育てで困った時、しんどい時の相談も受けています。　

　　★利用時間：月曜日～金曜日　午前9時半～午後4時

　　　（ちょいと気分転換という気軽な気持ちで遊びに来てください。）

４月の広場ではこいのぼりを作りました

土金木水火月日
18171615141312

ぴよぴよちゃん広場
「助産師さんとの相談会」

（支援センター）

さんさん会
（支援センター）

＊hughug＊
「ベビーマッサージ」
（支援センター）

25242322212019
よちとこ広場

「バスでおでかけ」
（支援センター）

みんなで学ぼう
「子育てのコツ

（支援センター）
多賀保育園園庭開放

6/1313029282726

玉川保育園園庭開放
リフレッシュ講座
「ストレッチ・骨盤体操」
（支援センター）

おでかけ広場
（西部公民館）

8765432

いづみ保育園園庭開放

 子育てサークルの紹介・活動

さんさん会：午前１０時半～ 正午【妊婦～３歳位の子どもとその保護者】
　　　　　　　代表：笹内  
竹の子ひろば：水曜日（月2回程度）午前１０時半～正午【未就園児の親子】
　　　　　　　代表：平間　
＊hughug＊（ベビーマッサージサークル）午前１０時半～正午【0歳～1歳位の親子】
　　　　　　　代表：丸山
　
★初めての方は、子育て支援センター（℡82-2232）までご連絡ください

各広場の対象者　場所：子育て支援センター
＊ とことこちゃん広場 ：1歳半～就学前の親子

＊ よちよちちゃん広場 ：7ヶ月～1歳半位の親子

＊ ぴよぴよちゃん広場 ：妊婦～6ヶ月位の親子

＊ お で か け 広 場 ：妊婦～就学前の親子

※上記の広場の予約は、いりません。

子育てをサポートします　　　　　　　　　　　
　　★お仕事や冠婚葬祭、リフレッシュなどのために一時預かりを行っております（有料） 
　　★一時預かりの時間 平日（月～金曜日） 午前8時半～午後4時半の必要時間 　
　　　　　　　　　　 土曜日　  午前８時半～正午の必要時間 　　
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　5・6月の事業　時間：午前10時～正午
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　ひゅうまんねっとやましろ（山城人権ネットワーク推進協議会）では、テレビ番組への出演や弁護士業務の傍ら体力作り

にも勤しみ、各地のトライアスロン大会に出場するなど幅広い活動をされている菊地幸夫さんを招いて人権講演会を開催し

ます。今回は、「人権教育のあり方　～出会いの人生から学んだこと～」と題して、人権について分かりやすく講演していた

だきます。広く呼びかけていますので、ぜひこの機会にご参加ください。

　◇日　時　　５月３１日（金） 
　　　　　　　開場：午後１時３０分

　　　　　　　開演：午後２時００分～３時３０分

　◇場　所　　木津川市中央交流会館（いずみホール）

　　　　　　　　所在地：木津川市木津宮ノ内９２

　　　　　　　　電　話：（０７７４）７２－８８００

　　　　　　　　交　通：ＪＲ奈良線・関西本線・学研都市線「木津駅」

　　　　　　　　　　　　から国道24号南向き約1.5㎞

　　　　　　　　　　　　JR木津駅、近鉄山田川駅から

　　　　　　　　　　　　きのつバス（路線 木－３）高の原駅行「いずみホール」下車200ｍ

　　　　　　　　　　　　近鉄高の原駅から

　　　　　　　　　　　　きのつバス（路線 木－３）木津川台住宅行「いずみホール」下車200ｍ

　　　　　　　　※駐車場の収容台数には限りがあります。満車の場合は、木津川市中央体育館（会場の

　　　　　　　　　西 約1.3㎞）の駐車場も利用できますが、なるべく公共交通機関をご利用いただきま

　　　　　　　　　すようご協力をお願いいたします。

　◇内　容　　テーマ：「人権教育のあり方
　　　　　　　　　　　　～出会いの人生から学んだこと～」
　　　　　　　講　師：菊地 幸夫 さん
　

　◇定　員　　１８０名

　◇その他　　自由参加・入場料無料・申込不要となっております。

　　　　　　　（満席の場合は入場できない場合があります）

　◇問合せ　　いづみ人権交流センター

　　　　　　　（電話：82-3380　ファックス：82-4112）

　人権講演会のお知らせ

　井手町文化協会では、町内の文化活動推進と活性化を図ることを目的に、今年も山吹ふれあいコンサートを開催します。
　今回は、第１部は「町内で活動するコーラスサークル」、第２部はザ・フェニックスホールをはじめ、各地で演奏活動を行っ
ている「アンサンブル・トリコロール」が出演します。バロックから現代音楽に至るまで幅広いレパートリーの他、オリジ
ナル曲も披露される予定です。ぜひ珠玉のアンサンブルをお楽しみください。　　
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◇日　時　　６月１日（土） 
　　　　　開場：午後１時　開演：午後１時半
◇場　所　　井手町自然休養村管理センター ホール

◇プログラム
　第１部　町内で活動するコーラスサークルによる発
表
　　（出演団体）
　　　「きらきらランド少年少女合唱団」
　　　「コーラスタイム」
　　　「テイネやまぶき」
　　　「エコーたちばな」
　第２部　アンサンブル・トリコロール
　フルート　   北崎一恵さん　　
　マンドリン　多武和民さん
　ギター　 　  松岡　滋さん　

◇その他　　自由参加・入場料無料・申込不要となっております。
　　　　　　（満席の場合は入場できない場合があります。）
※お問い合わせは、
 井手町文化協会事務局［井手町教育委員会　社会教育課内］
                                   （℡82-5700　FAX：82-5701）まで
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＊
事
前
申
込
が
必
要
で
す

＊
毎
月
　
日
発
行
の

ボ
ラ
ン
テ

ア
セ

ン
タ

だ
よ
り
で

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の

詳
し
い
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は

社
会
福
祉
協
議
会

℡
　

ま
で

親
子
で
楽
し
む
紙
し
ば
い

日
時
／

月
　
日

土
・

月

日

土

　
　
　
午
後

時
半

場
所
／
山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

図
書
館

＊
お
問
い
合
わ
せ
は

井
手
町
図
書
館
℡

　

ま
で

 成
人
・
高
齢
者
保
健
事
業

山
吹
体
操
ク
ラ
ブ
・
健
康
相
談

日
時
／

月
　
日

木

　
　
　
午
後

時
半

時

場
所
／
賀
泉
苑

日
時
／

月

日

木

　
　
　
午
後

時
半

時

場
所
／
玉
泉
苑

＊
お
問
い
合
わ
せ
は

社
会
福
祉
協
議
会

℡
　

ま
で

わ
く
わ
く
広
場

日
時
／

月

日

金

午
前
　
時

正
午

場
所
／
玉
泉
苑

乳
幼
児
健
康
診
査

歳
半
健
診

日
時
／

月
　
日

月

13

対
象
／
Ｈ
　
・

・

か
ら
Ｈ
　
・
　
・

　
生
ま
れ

受
付
／
午
後

時

時
半

大
正
琴

日
時
／

月
　
日

金

　
　
　
午
前
　
時

　
時
半

持
ち
物
／
大
正
琴
・
楽
譜

ペ
ン
習
字

日
時
／

月
　
日

木

　
　
　
午
後

時
半

時
半

人
権
学
習

日
時
／

月
　
日

金

午
前
　
時
半

正
午
・
午
後

時

時
半

＊
各
教
室
の
材
料
費
等
は
自
己
負
担
と
な

り
ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は

い
づ
み
人
権
交
流

セ
ン
タ

℡
　

ま
で

健
康
教
室

日
時
／

月
　
日

木

　
　
　
午
前
　
時

　
時
半

場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ

＊
お
問
い
合
わ
せ
は

い
づ
み
人
権
交
流

セ
ン
タ

℡
　

ま
で

山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

天
文
台

日
時
／

月
　
日

金

　
　
　
午
後

時
半

時
　

　
　
　

月

日

金

　
　
　
午
後

時

時
半

場
所
／
山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

・
申
し
込
み
は
不
要
で
す

・
雨
天
曇
天
の
場
合
は
中
止
し
ま
す

・
夜
間
の
開
催
に
な
り
ま
す
の
で

お
子
様

だ
け
の
参
加
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

＊
お
問
い
合
わ
せ
は

社
会
教
育
課
℡
　

ま
で

生
き
生
き
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

ど
ら
焼
を

作
り
ま
し

う

日
時
／

月
　
日

水

午
後

時
半

場
所
／
玉
泉
苑

対
象
／
　
歳
以
上
の
方
お
よ
び
障
が
い
の

あ
る
方

救
命
講
習
会
開
催
の
お
知
ら
せ

日
時
／

月

日

日

午
前

時

正
午

場
所
／
京
田
辺
市
消
防
署
井
手
分
署
会
議
室

定
員
／
　
名
程
度

参
加
費
／
無
料

受
付
期
間
／

月

日

土

午
後

時

ま
で

＊
お
問
い
合
わ
せ
は

京
田
辺
市
消
防
署

井
手
分
署

℡
　

ま
で

井
手
町
暴
力
団
排
除
条
例
の
施
行

に
つ
い
て

　
暴
力
団
の
存
在
及
び
暴
力
団
員
に
よ
る

不
当
な
行
為
に
よ
り
町
の
行
政

町
内
の

事
業
活
動
及
び
住
民
の
生
活
に
生
じ
る
不

当
な
影
響
を
排
除
し

住
民
の
安
全
・
安
心

で
平
穏
な
生
活
の
確
保
を
図
る
た
め

井

手
町
暴
力
団
排
除
条
例
を

月

日
か
ら

施
行
し
ま
し
た

条
例
施
行
に
伴
う
井
手
町
の
主
な
施
策

・
暴
力
団
員
な
ど
と
の
請
負
契
約
及
び
下

請
契
約
を
禁
止
し
ま
す

受
注
者
か
ら
暴

力
団
員
な
ど
で
な
い
こ
と
の
誓
約
書
を
受

け
取
り

虚
偽
の
記
載
を
し
て
提
出
し
た

者
に
は
罰
則
を
科
し
ま
す

・
町
の
実
施
す
る
事
業
に
よ
り
暴
力
団
に

利
益
を
与
え
な
い
よ
う

入
札
に
参
加
さ

せ
な
い
な
ど
の
措
置
を
講
じ
ま
す

・
住
民
な
ど
が
暴
力
団
排
除
に
取
り
組
む

こ
と
が
で
き
る
よ
う

情
報
の
提
供

助

言

指
導
そ
の
他
の
必
要
な
支
援
や
必
要

な
広
報
及
び
啓
発
を
行
い
ま
す

・
町
が
設
置
し
た
公
の
施
設
が
暴
力
団
の

活
動
に
利
用
さ
れ
な
い
よ
う

使
用
の
不

承
認
又
は
承
認
の
取
り
消
し
な
ど
の
必
要

な
措
置
を
講
じ
ま
す

条
例
施
行
に
伴
う
住
民
や
事
業
者
な
ど
の

責
務

・
住
民
や
事
業
者
に
よ
る
町
の
施
策
へ
の

協
力

暴
力
団
の
排
除
に
資
す
る
町
へ
の

情
報
提
供
な
ど
を
求
め
て
い
き
ま
す

町
民
フ

ト
サ
ル
大
会

日
時
／

月
　
日

日

午
前

時
半

場
所
／
山
城
勤
労
者
福
祉
会
館

町
民
バ
ス
ケ

ト
ボ

ル
大
会

日
時
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月
　
日

日

午
前

時

場
所
／
山
城
勤
労
者
福
祉
会
館

 和
太
鼓
教
室

日
時
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日
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・

月

日

土

　
　
　
午
後

時
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場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ

い
づ
み
ま
な
び
教
室

太
極
拳

入
門
・
初
級

日
時
／

月
　
日

金

　
　
　
午
後

時
半

時

持
ち
物
／
運
動
で
き
る
服
装
・
上
履
き

ス
ポ

ツ

講
座
・
教
室

健

康

子

育

て
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木造住宅の耐震診断を希望される方に対し、耐震診断士
を派遣します。

＜対象＞次の要件すべてに該当する木造住宅。
　①住戸の半分以上の床面積が住宅として使用されて
いるもの。
　②昭和56年5月31日以前に完成しているもの。
　③簡易耐震診断の診断結果の評点が9点以下である
もの。

＜募集戸数＞2戸（先着順）

＜必要な費用＞3,000円（診断一戸あたりの自己負担）

＜申込期間＞平成26年1月31日まで

※必要書類など、詳しくは建設課（℡82-6167）までお
問い合わせください。

泉
苑

第

月
曜
日
は
賀
泉
苑
で
開
設
し

て
い
ま
す

＊
無
料
法
律
相
談
は
予
約
制
と
し
ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は

社
会
福
祉
協
議
会

℡
　

ま
で

障
が
い
者
相
談

日
時
／
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日

火

　
　
　
午
後

時
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時
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／
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／
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流
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ン
タ

℡
　

ま
で

母
子
の
相
談
・
教
室

育
児
相
談

日
時
／

月
　
日

水

受
付
／
午
前

時
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時
半

必
ず
読
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で
く
だ
さ
い

場
所
／
保
健
セ
ン
タ

＊
お
問
い
合
わ
せ
は

保
健
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ン
タ

℡

　

ま
で

 心
配
ご
と
相
談
・
人
権
相
談
・
行
政
相
談
・

消
費
者
相
談

日
時
／

月
　
日

月
・

月

日

月

午
後

時

時

場
所
／
玉
泉
苑

日
時
／

月
　
日

月

午
後

時

時

場
所
／
賀
泉
苑

無
料
法
律
相
談

日
時
／

月
　
日

月

午
後

時

時

場
所
／
玉
泉
苑

＊
心
配
ご
と
相
談
は

第

月
曜
日
は
玉

場
所
／
保
健
セ
ン
タ

乳
児
健
診

日
時
／

月

日

月

対
象
／
Ｈ
　
・

・

か
ら
Ｈ
　
・

・

生
ま
れ

受
付
／
午
後

時

時
半

場
所
／
保
健
セ
ン
タ

＊
お
問
い
合
わ
せ
は

保
健
セ
ン
タ

℡

　

ま
で

予
防
接
種
・
集
団
接
種

B
C
G

日
時
／

月
　
日

月

受
付
／
午
後

時

時
　
分

＊
対
象
の
方
へ
は

週
間
前
に
予
診
票
と

案
内
を
送
付
し
ま
す

＊
母
子
手
帳
と
予
診
票
を
必
ず
持
参
し
て

く
だ
さ
い

＊

予
防
接
種
ガ
イ
ド
ブ

ク

は
毎
回月

は

多
賀
地
区
の
水
道
メ

タ

検
針
月
で
す

メ

タ

ボ

ク
ス
の
上
に
物
を
置
か
な
い
で
く
だ
さ
い

各

種

相

談

　地震に強いまちづくりを推進するため木造住宅耐震改

修に要する費用の３／４で９０万円を限度に助成します。

＜補助対象＞次の要件すべてに該当する木造住宅。

　①昭和56年5月31日以前に着工され、完成している

もの。

　（床面積の2分の１以上を住宅の用途として使用して

いるもの。）

　②井手町木造住宅耐震診断士派遣事業実施要綱(平成

18年井手町告示第24号)に基づいた耐震診断又は建築士

による耐震診断を行っていること。

　③耐震診断の結果、評点が1.0未満と診断された木造

住宅を1.0以上に向上させるもの。

　④町税等の滞納がない者であること。

＜募集戸数＞１戸（先着順）

　　　　　　　　　　　　　

＜申込期限＞平成25年12月28日まで

※必要書類など、詳しくは井手町役場建設課（℡82-

6167）までお問い合わせください。

木造住宅耐震改修の補助を行いま木造住宅耐震改修の補助を行いますす

井手町木造住宅耐震診断井手町木造住宅耐震診断士士
派遣事業のご案派遣事業のご案内内

場
所
／
保
健
セ
ン
タ

遊
び
の
広
場

日
時
／

月
　
日

水

受
付
／
午
前

時
半

　
時

場
所
／
保
健
セ
ン
タ

発
達
相
談

日
時
／

月
　
日

木

受
付
／
完
全
予
約
制
・
ご
希
望
の
方
は
保

健
セ
ン
タ

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い場
所
／
保
健
セ
ン
タ

＊
お
問
い
合
わ
せ
は

保
健
セ
ン
タ

℡

　

ま
で

※警報器を設置する必要が無かった階で寝室をのぞく居室（ ㎡ 以上）
が 以上ある場合

　皆さんのご家庭に、『住宅用火災警報器』は設置されていますか？ 住宅火
災から大切な命を守るため『住宅用火災警報器』を設置しましょう！

－住宅用火災警報器とは－

・　住宅用火災警報器とは、火災の煙や熱を感知して、音声や警報音等で火

災の発生を知らせるものです。

・住宅等の天井または壁面　

　に取り付けます。

・住宅用火災警報器は、火　

　災の早期発見・被害の軽減

　に効果を発揮します。

お問合せ　

京田辺市消防署　井手分署

　　ＴＥＬ　８２－３０００

消防署からお知ら消防署からお知らせせ
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翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫

雑
誌
は

人

冊
　

週
間

視
聴
覚
資
料
は

人

点
　

週
間

☆
主
な
新
着
資
料
の
紹
介
　
５
月

一
般
書

銀
行
支
店
長

走
る
　
　
江
上
 剛

手
の
ひ
ら
の
砂
漠
　
　
　
唯
川
 恵

ジ
ヴ

ル
ニ

の
食
卓

原
田
 マ
ハ

ナ
マ
コ
の
か
ら
え
ば
り
　

　
流
木

焚
火
の
黄
金
時
間
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 椎
名
 誠

五
二
屋
傳
蔵
　
　
　
　
山
本
 一
力

人
魚
姫
　
探
偵
グ
リ
ム
の
手
稿

北

開
館
日

火
曜
日

日
曜
日

開
館
時
間

月

月
　
午
前
　
時

午
後

時

　
月

月
　
午
前
　
時

午
後

時

☆

月
・

月
の
休
館
日

月

・

・

・
　
・
　
・
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かんかん橋を渡ったら
あさの あつこ
嫁入り、出征を見送ったかん
かん橋を渡れば、寂れた温泉
町・津雲。町の食堂「ののや」
に集まる人々に襲いかかる不
況と別れ。それをふきとばせ
るのは、母の強さと、温かい
涙…。三友社配信『山陽新聞』
ほか連載を単行本化。

１００歳まで自分の歯を残す
４つの方法
木野 孔司＋齋藤 博
東京医科歯科大学顎関節治療
部のトップ・木野孔司と、独
自の歯周病ケア技術を開発し
た歯科医師・齋藤博が、１００歳
まで自分の歯を持たせる４つ
のシンプルな方法を公開する。

うしろのダメラ
あきやま ただし
怪獣ダメラはみんなと一緒に
遊びません。みんなの近くに
いるけれど、気づかれないよ
うにしています。ダメラは自
分のことを「ダメな怪獣」だ
と思っているから。でも、か
けっこをしてみたら１番にな
ってしまい…。

はじめての新聞学習　新聞ってな
に？　古舘 綾子

新聞にはどんな記事が書いて
あるのか。どこにどんな記事
がのっているのか。記事はど
のようにして書かれているの
かなど、新聞が作られるまで
を中心に解説。ニュース（新
聞）を早くとどける工夫など
も紹介します。。
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※ごみ収集に関するお問い合わせは、役場産業環境課（TEL82‐6168）まで

し尿収集日程

※し尿に関するお問い合わせは、城南衛生管理組合（TEL075‐631‐5171）まで

収集区域し尿収集
区域番号収集日

西北河原、東北河原、南口、西北ノ代、東北ノ代、北口、西北組、東
松ヶ花、茶臼塚、新造、東北組、甚五郎谷

⑨５月１６日
６月６日

阿弥陀寺、西南組、東南組、前川、立石、小払、岩倉、馬場崎、墓ノ平⑩５月１７日
６月７日

内垣内、奥西、帽子田、下川、判ノ地、石名田、高橋、谷村、宮ノ後、
天王山、蛇谷、粟岡、北赤坂、穴虫、南久保、浜、上ノ浜

⑪５月２０日
６月１０日

安堵山、起、佃、平山、新四郎山、中島、西垣内、中垣内、東垣内⑫５月２１日

里、玉ノ井、西高月、東高月、清水、栢ノ木、中溝、西山、尾ノ山、山
縁、田村新田

⑬５月２２日

川久保、北玉水、辻垣内、野畑、山田、柏原、南玉水、久保、渋川、段
ノ下、扇畑、浜田、橋ノ本

⑭５月２３日

梅ノ木原、野神、北猪ノ阪、南猪ノ阪、宮ノ本、西前田、北開、北溝、
南溝、下赤田、上赤田、鳥休、柴木田

⑮５月２４日

ごみは、朝 時までに出してください。
★燃やすごみ、その他ごみ、カン、ビン、ペットボトル、発泡トレー等は透明・半透明の袋に入れて出してください。
★「乾電池」は「カン」の日に、「カセットボンベ缶、スプレー缶」は「その他」の日に、それぞれ別の透明な袋に入
　れて出してください。
★粗大ごみは、収集日の 週間前までに産業環境課へ電話予約（TEL82‐6168）してください。（テレビ・冷蔵庫・
　冷凍庫・ 洗濯機・洗濯乾燥機・エアコン・パソコンは除きます）
★テレビ・冷蔵庫・冷凍庫・洗濯機・洗濯乾燥機・エアコン・パソコンは家電リサイクル品です。
※古紙等（新聞、雑誌、ダンボール、紙パック、雑紙〈その他の紙類〉ごとに分別のうえ）の収集は全地区毎週月曜
　日です。

その他
発　泡
トレー等

ペット
ボトル

粗大ごみビンカン燃やすごみ
 区　分
地　区 

水曜日
５月２１日

６月４日
５月２３日５月１６日５月３０日６月６日火・金曜日

北 区

南 区

水 無 区

水曜日
５月14日
５月２８日

５月２４日５月１６日５月３１日６月７日月・木曜日

玉 水 区

石 垣 区

高 月 区

水曜日
５月１５日
５月２９日

５月２３日６月６日５月３０日５月１６日火・金曜日上 井 手 区

水曜日
５月２２日
６月５日

５月２３日６月６日５月３０日５月１６日火・金曜日多 賀 全 区

◎ごみの分別の徹底について（ペットボトルの日）
●出せるごみ
　主に飲料用・しょう油・みりん・焼酎のペットボトルで　　のマークのついているものと、そのキャップです。
●出し方
　キャップを外し、簡単な水洗いをして、中身の見える袋に入れて排出して下さい。
　※キャップはペットボトルの日に別の袋で出して下さい。
●出せないもの
　発泡食品トレーや発泡スチロールは、発泡トレー等の日です。
　その他のプラスチック容器やプラスチック製品は、その他ごみの日です。
　　　 のマークがついている容器・製品でも、ペットボトルでなければ、その他ごみの日です。

※お問い合わせは、産業環境課（℡82－6168）まで

ごみ収集日程表（5月11日～ 6月10日）



住 民 カ レ ン ダ ー

行　　　　事曜月日
IDEゆうゆうスポーツクラブ（午前 時半～、町内）
親子で楽しむ紙しばい（午後 時半～、山吹ふれあいセンター図書館）
和太鼓教室（午後 時半～ 時半、いづみ人権交流センター）

土5/11

町民フットサル大会（午前 時半～、山城勤労者福祉会館）日12
歳半健診（午後 時～ 時半、保健センター）
心配ごと相談・人権相談・行政相談・消費生活相談（午後 時～ 時、玉
泉苑）
手芸教室（午後 時半～ 時半、いづみ人権交流センター）

月13

こころの相談室（午前 時半～午後 時、いづみ人権交流センター）
障がい者相談（午後 時半～ 時、役場西別館 階会議室）火14
育児相談（午前 時半～ 時半、保健センター）
遊びの広場（午前 時半～ 時、保健センター）
生き生きふれあいサロン【どら焼きを作りましょう】（午後 時半～、玉
泉苑）

水15

山吹体操クラブ・健康相談（午後 時半～ 時、賀泉苑）
パソコン教室(午後 時半～ 時、午後 時半～ 時、いづみ人権交流
センター) 

木16

金17
和太鼓教室（午後 時半～ 時半、いづみ人権交流センター）土18

日19
心配ごと相談・人権相談・行政相談・消費生活相談（午後 時～ 時、賀
泉苑）
ＢＣＧ予防接種（午後 時～ 時 分、保健センター）

月20

手芸教室（午後 時半～ 時半、いづみ人権交流センター）火21
水22

発達相談（完全予約制、ご希望の方は保健センターまでお申し込みくだ
さい、保健センター）
ペン習字教室（午後 時半～ 時半、いづみ人権交流センター）
パソコン教室(午後 時半～ 時、午後 時半～ 時、いづみ人権交流
センター)

木23

大正琴教室（午前 時～ 時半、いづみ人権交流センター）
人権学習（午前 時半～正午、午後 時～ 時半、いづみ人権交流セン
ター）
太極拳教室（午後 時半～ 時、いづみ人権交流センター）
天文台公開（午後 時半～ 時、山吹ふれあいセンター）

金24

IDEゆうゆうスポーツクラブ（午前 時半～、町内）土25
町民バスケットボール大会（午前 時～、山城勤労者福祉会館）
井手町消防団水防訓練（午前 時～、南谷川右岸河川敷）日26

無料法律相談(午後 時～ 時、玉泉苑）月27
こころの相談室（午前 時半～午後 時、いづみ人権交流センター）
手芸教室（午後 時半～ 時半、いづみ人権交流センター）
障がい者相談（午後 時半～ 時、役場西別館 階会議室）

火28

ちまきづくり教室（午前 時半～ 時、午後 時～ 時、いづみ人権交
流センター）水29
健康教室（午前 時～ 時半、いづみ人権交流センター）
パソコン教室(午後 時半～ 時、午後 時半～ 時、いづみ人権交流
センター)

木30

金31
無火災デー防火パレード
IDEゆうゆうスポーツクラブ（午前 時半～、町内）

山吹ふれあいコンサート（開場午後 時、開演午後 時半、自然休
養村管理センター）
和太鼓教室（午後 時半～ 時半、いづみ人権交流センター）

土6/1

町民バレーボール大会（午前 時～、山城勤労者福祉会館）日2
乳児健診（午後 時～ 時半、保健センター）
心配ごと相談・人権相談・行政相談・消費生活相談（午後 時～ 時、玉
泉苑）

月3

手芸教室（午後 時半～ 時半、いづみ人権交流センター）火4
水5

山吹体操クラブ・健康相談（午後 時半～ 時、玉泉苑）
パソコン教室(午後 時半～ 時、午後 時半～ 時、いづみ人権交流
センター)

木6

わくわく広場（午前 時～正午、玉泉苑）
天文台公開（午後 時～ 時半、山吹ふれあいセンター）金7
IDEゆうゆうスポーツクラブ（午前 時半～、町内）
親子で楽しむ紙しばい（午後 時半～、山吹ふれあいセンター図書館）土8

町民ゲートボール大会（午前 時～、井手町ゲートボール場）日9
     月10

まちのカレンダまちのカレンダーー
（ 5月11日～ 6月10日）

電話番号名　　称
0774－82－6161総　務　課
0774－82－6162企画財政課
0774－82－6163税　務　課
0774－82－6164住民福祉課
0774－82－6165高齢福祉課
0774－82－6166保健医療課
0774－82－6167建　設　課
0774－82－6168産業環境課
0774－82－6169上下水道課
0774－82－6171会計課
0774－82－6172議会事務局
0774－82－4333教育委員会（学校教育課）
0774－82－5700山吹ふれあいセンター（図書館・社会教育課）

0774－82－3380
0774－82－4112

同和・人権政策課
いづみ人権交流センター
いづみ児童館

0774－82－3385保健センター
0774－82－3690地域包括支援センター
0774－82－2070泉ヶ丘中学校
0774－82－2119井手小学校
0774－82－2112多賀小学校
0774－82－2153玉川保育園
0774－82－2225多賀保育園
0774－82－4160いづみ保育園
0774－82－2232子育て支援センター
0774－82－4651環境衛生センター
0774－82－3617学校給食センター
0774－82－3838井手町まちづくりセンター椿坂
0774－99－4318町立デイサービスセンター
0774－82－3499老人福祉センター「玉泉苑」
0774－82－5059老人福祉センター「賀泉苑」
0774－82－3000京田辺市消防署　井手分署
0774－82－2001代 表 番 号井手町役場

公共施設電話番号一覧

出
産

（ 月 日から 月 日までの届出分・敬称略）

届出人赤ちゃん住所

昌 拓 雅  治 
まさ はる

川 端  多賀

寿 志 穂 
すい

中 田  多賀

茂 弥 結  彩 
ゆ いろ

井　多賀

哲 史 賢  澄 
けん と

小 川井手

香 桜  絢 
さ あや

平 間多賀

善 仁 愛  桜 
あい ら

大 同井手

明 徳 優  花 
ゆう か

上 田井手

妻夫住所

鈴 木　 歌織鈴木　 浩史多賀

婚
姻

（ 月 日から 月 日までの届出分・敬称略）

妻夫住所

古 川　 睦美井 　 亮伸井手

発行：京都府綴喜郡井手町役場
編集：企画財政課
井手町ホームページ

 http://www.town.ide.kyoto.jp/ 
E-mail：info@town.ide.kyoto.jp


